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1ft⑨9 0 2 1) 
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J片山防災岬する互い 崎と酎時制惜

し令がら掌"'てもら」 もしもの時の:iIL.'，(帽えや行
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二最大蔵爾一丁目 1 . 1 ・~姐ら世市復所1'134-1111側〒630

名(偲..と子}竃a・号地盤コース
f幼児省側闘相j措いて 121120目
付加問師{曲川町

時 61 7 Iい.多，'!iB"IHUI 

か5だの悩みよろ.. 相麟
(老人保健z似通づ"^健庫相問削
岡山tて僻叫..^I:Iご附〈

ださい.医師による聞輔時けら叫

す.略筆'に健康手帳U<iI:~ l奮す
山 一"月初明日トー

ところ--~..機所 t二条大.耐了目}

同・一咽I.1Jo"'̂I:'t'"時 ・帆
曲 目で柑耐世け一~

休日 夜間の急病惨領一…一丁g柑 R野四 時 1n 8) 噌帽8
内縛小児鶴 ~ Þ:. !If何一鉱目 ・休
日目刊朝H 時惨禍..，
午後9・t-1'-II.1!師事.
E開酬醐 軒 〔二;l，J;;I¥JII-T困

問坐ン'一肉岬".‘}暗闇

仲 間刷局晴閥均ト時3榊

:''l."1:I .Il:ia.調書所

成人歯科健康 絹 鍛
酬醐柵船こ叫H .
むL肘酬....Attl射出日鋼

材岨ごと叫仙川島咽して〈

だき、

~ <，:!!---IZllll臥昨爾咽~酢 H

日 市役所加Jνター 哨ー崎

山の人とその相 川 し帥ー闘で

岡..，，，，一、

の
由
甲
概
肱
お
早
め
に

問
い
合
わ
ゼ
肱

市
役
所
兜
竃
線
へ・

教 宣
「桝同肝附H ・H・-で』
・咽 2・'""ヒ '"捕の幼見と帽
肘胴として2圃刊できる^，酬

"・} ・とき.，度 ・とこる'-'A;>-

^ ，画策良様駐を"一"コース ，.. 
健闘 ..し帥ーほ刊に明氏

料舗児幼

廓しん(はしか)の予防接種

臨しん{lJLか}ヴ少子Jνの予防接..

鑑別方式で1，，'11-.I襲。‘斜盆'HliMです.

...①事<o.修"月生まれの子{週姻

射訓判明氏"，山叫留の

H れ肝{弘前h蜘肘送付険制で

..刷機71H~ 月日切子 (td."L

..でt取しんの予勧銀帽"削?た子居老

'^，帥ヲた刊計られ.ぜん) ・

町一樹7創刊刊岬削
時間酬の体制叫" ・帽を
.岡山一向I:U，...叩廿
ので通知酎恥叩幅四嗣l

特急 嵯種目.予約し予...‘らって〈

ださ".予約闘にU 通知・と予，，1I.fIl;

子闘刊を待って刊ものH 岨伺

よ〈わかる人が隠れてく r.~;' .

ー・姐・が"と.げられ.ぜんので 司F

.，制1}116日1:U''''''̂ .念品情何
層的，'AI:.lT!酬駐a"lIaして〈
だ吾、 .

・この予防集担" 生~ t，ワク，~を.鍾

L刊ので 7-IOBご制聞臨州.

、と山町村醐門別気にかか

ることがあれば帽刊M醐嗣E

柑醸し衝示 ，，~， t で U'~" . .，合b・e
師岡..!tlll-".

fラ

~あなたはもう受診されま したか~

基本健康診査

国民健 康保険加入のみなさんに

半白人間ドックの費用助成
12月20日までに受診してください

断卒中やむ贋衡など成人病の早期禁止循環.

S平疾患の予防をめ:ぎして倉人保健誌の鰻走。島づ島
袋錯しています.

刊はよの人(帥"与

μ"，日以前。ニ生まれた人)
を対.1:811下旬に趨知書
をおくっていますので市内

の医線様閑 (襖立奈良病院

をJi;()1仲谷L受診Lて
〈だちい.白営業の人や主

・4主ど・...受ける健会の
うル会い入は特にこの機会に

.げるように Lて〈とき
い.・fflll.供です.

l助成対象・1
1柏市咽民闘醐I:WJ..して料l年L止の人.
2 _ 'f'.I/i:昨31l11H1淘崎以上の人.

，.威盆・1
.費用却畑川絹人州制醐tま"閣内州 bずれ

も"刷叫し廿.

，.~垣間

同官医師会劃拙セノト

，.し込みI
"がきに師同(ふ

り州回開計

酬1E<1.>J!-ll".-ll-桝3

月"日現在の溺傘齢蝿人

将検診受.の有無を嘗νで

，師醐慢へ.UJぃ
暗察内地，送刊す.

{三条大路一了目}

o 

.<ド健康診.を受けられた人を対象に

成A病予悶針桝'"に予定しています。

いず叫 〈わしくは柑柑駅ンター~

紬 L山 川1"
いきいき健康l
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Eしい分別，，~み減量@第一歩です
市では、年々増ぇ続けるごみの減量と適正処理のため、ごみを下記の

ように分別するほか、空き缶 ガラスびんの分別収集をモデル地区で行

っています。また、無分別に出されていた大型ごみが10月から実施L

た電話申込収集により正し く出されるようになりました。

一年で最もごみ量の多い年末をむかえ、ごみを正し〈分別し減量に努

めま しょう。

このように分けて〈 注 • 点台所ごみはよ〈水切りしてください

銀 や ぜ る 竹舶など"突き網さら"いようにしてくどさい

』 み

婚やぜ&い

』 み

大 製 』 み

.."より電顕に

よる@し込み方式

に"りました

有

' 
』 み

資 . に

-岡崎夜、ガラス頬

.金属噸

.プラスチック顛

-ピ二一九蜘ステローM'ど
.家具婚、家篭劉品

-ふとん、 じゅうたん

-自転車

.ストープ、 ::>:" " f..ど

蜘叫酬を使うか欄飯山齢込町幽

して〈ださい

円 afi印刷信仰は飯山で包んで〈昨い

スプν 俗信使い切勺た後、穴をあけて〈ださい

繍 n イ旬、船ぴんなどは繍惜U にまとめて、

措ごみでゆc，品でください

瑚ごみに俗必ず印刷と 「名即時いてげさい

ふ企ん匂ど"たfんで錘でく〈ヲてuささい
スト プ径どの釘蛙k 電池は"いてuささい
小物はどuまとめて一点にしてください

それぞれ創刊入れて中身を回し坦ごみと4 に

取し込町〈問い

自治卸どの間貸嗣収や質調回収射に出しで〈だが

〈醐開工織への伶砧みも可〕

年末l三大型こみの申し込みや環境清美工繍への持ち込みが大変混雑

しますのでお早めに〆

纏集後配
闘は‘憶について叫いろ調べてい付.;別人会均」といいますがど叫煙い摘でも岨尚らむれてLまうよろです.

gた時慢の""色しれまぜんが宵.，現実&の食』鶴もを・Bヒ，ぜるもの‘;t， ~lT . r晴々(句旬 I1..' 'Jなど左いう宵布U
S聴い 冒 2胞で令伊これを.，.同 I~it遅引ぞお胴 1: ~かれ "1 .U. . 1>も"ず闘阿肉嘗してLま"l-t.ω

家QliJ;叫主よt別措面開札てL明 .
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